
2022 年度

（2021 年 11 月 1 日～2022 年 10 月 31 日）

環境活動レポート

2023 年 1 月 31 日

電子部品総合商社

東海通信器材株式会社

東京都八王子市明神町４－１２－１

TEL０４２（６６０）８１３９／FAX０４２（６４５）６２４５

認証・登録番号 0003102



5．代 表 者                   代表取締役  加島 唯志                          

６．事 業 内 容     通信機器部品及び電子部品等の販売

(プラグ、ジャック、コネクタ、ハーネス等販売)
７．環境管理責任者  尾﨑 貴将

  連 絡 担 当 者  尾﨑 貴将

              E-mail  y.kashima@tokaitsushin.co.jp
８．事 業 規 模 売上高／ 18000 千円

         従業員／ ６名(非常勤を除く)
           床面積／ １８６．５１㎡

社有車／ ３台
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10．エコアクションの対象範囲 全社・全活動    

              

              会 社 概 要       

               １．会 社 称 号              
          

２．所 在 地           〒１９２－００４６

                       東京都八王子市明神町４－１－１２

                         ＴＥＬ．０４２－６６０－８１３９ ＦＡＸ．０４２－６６０－８１４０

           URL:http://www.tokaitsushin.co.jp  

    
          ３．創 立                   昭和４０年１２月１４日

          ４．資 本 金                １０，０００，０００円



５．環境に関する法令、規則、条例、その他の関連要求事項を遵守いたします。

６．この方針を全従業員が理解をし、自らの役割を認識し責任を持って環境保全

　　の推進が出来るよう環境教育を進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  代表取締役　加島唯志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 制定 ２００７年１１月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  東海通信器材株式会社
      　　　　　  　　　　　　　　　     改定 ２０２０年１2月４日

　　［２］使用電力の消費削減

３．使用水量の削減

４．環境配慮製品の販売・サービスの提供

１．エネルギーの効率的利用：二酸化炭素ガスの排出量削減

　　社内より出る廃棄物を減量する努力をし、確実に分別を行います。

　　また、リサイクル出来るものを、資源の有効利用に活用致します。

２．廃棄物排出量の削減

　　［３］ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

 東海通信器材株式会社は電子部品の販売、ケーブルハーネスの販売等をする

 部品販売の総合商社としての事業活動を通し、地球環境の汚染の防止と資源

 の有効利用をし、より良い環境の保全に貢献します。

　　資源及びエネルギーの節約

　　［１］営業車の使用燃料の消費削減

地球環境の保全を当社の重要課題として環境上の課題をチャンスと踏まえて、

地域社会の一員として全従業員が積極的且つ継続的な環境改善と汚染防止に努めます。

以下に行動指針を定め実行いたします。



[活動内容] [活動内容] [活動内容]
廃棄物分別 廃棄物分別

廃棄物分別 照明、設備の節電 梱包材の再利用
資源有効利用 空調・温度管理

使用水量の節水

代表者
代表者は東海通信器材㈱の環境経営の最高責任者として以下の責任及び権限を負う。

① 環境方針の策定並びに環境責任者の任命
② 環境目標・環境活動計画・環境活動レポート等の承認
③ 環境経営システム構築の実施・運用の為の原資の準備

環境管理責任者
環境管理責任者は環境経営システム運用の責任者として以下の責務・権限を負う。

① 環境委員の任命並びにその運用
② 環境負荷状況の把握・管理
③ 環境目標・実施計画の作成並びにその運用
④ 代表者への実施状況報告並びに各部署への指示
⑤ 定例会議・教育訓練の実施
⑥ 環境レポートの作成
⑦ 各文書・記録の承認

各責任者
各部署の代表者として、以下の責務・役割を負う

① 環境負荷状況の集計
② 資料・掲示物等の作成並びに環境責任者の指示決定事項の伝達

各担当者
① 各指示内容についての活動、改善提案

制定２００７年１２月１日
改定2020年12月5日
東海通信器材株式会社
加島　唯志

出荷部門責任者

加島　佑一 崔花 尾﨑 貴将

代表取締役

環境責任者

加島　唯志

尾﨑 貴将　

エコドライブの徹底

営業部門責任者 業務部門責任者



制定日 ：

改訂日 ：

基準年度

対基準削減比 38 % 対基準削減比 39.4 % 対基準削減比 24.0 %

対基準削減比 7.0 % 対基準削減比 7.0 % 対基準削減比 7.0 %

対基準削減比 70 % 対基準削減比 72 % 対基準削減比 75 %

対基準削減比 ### % 対基準削減比 30.0 % 対基準削減比 30.0 %

対基準削減比 3.0 % 対基準削減比 3.0 % 対基準削減比 4.0 %

対基準削減比 ### % 対基準削減比 15.0 % 対基準削減比 15.0 %

対基準増加比 6.0 % 対基準増加比 6.0 % 対基準増加比 6.0 %

備　　　考
2017年度 2022年度 2023年度

環 境 経 営 目 標 2017年10月25日

2021年11月1日

二酸化炭素排出量削減 t-CO2 17.8

目　標　項　目 単位

目標値

2024年度

3,810
1,143 1,067 953

削減量は計算結果
として示す。10.9 10.8 13.5

電力消費量削減 kWh 18,095
二酸化炭素排出係数
0.474kg-CO216,828 16,828 16,828

12
8 8 8

505
490 490 490

ガソリン使用量削減 L

一般廃棄物排出量削減 kg

都市ガス使用量削減 Nm3

排水(水使用）量削減 m3 77
65 65 65

グリーン購入量増大 件 11
12 12 12

責任者承認 作成者



EMS 0501

2022

CO2排出量削減 (t-CO2) ○

電力使用量削減 (kWh) ○ 節電に努めて引き続き目標達成が出来た

車両燃料消費量削減

ガソリン量 （ℓ） ○

コロナ禍以降で外出の機会が増えた為普段訪問出
来ていない客先も含め訪問した為増加。

(Nm
3) ○ 昨年度に引き続き達成。

一般廃棄物排出量削減

（kg） ○ 目標達成

水消費量の削減 (m
3) ○

昨年度に引き続き達成。但し、これ以上の削減は
厳しいかもしれない。

グリーン購入 (件） ○ 目標達成

65 59 6

12 12 0

不燃＋可燃ごみ 490 487 3

都市ガス 8 6 2

16,828 15,771 1057

1,138 869 269

加熱燃料消費量削減

評　　価(2021/11～
2022/10)

(2021/11～
2022/10)

(2021/11～
2022/10)

10.9 10.2 0.69

概略
評価

単年度環境経営目標評価

項　　目

年度目標値 年度実績値 目標値-実績値

作成： 2022 年 12月 22日

責任者承認 作成者



                                                             2022/12/26

１．見直しに必要な情報

別紙（取組み状況を記載したエコアクション 21 システムの文書及び記録類

              を収めたファイル）の通り

２．取組による状況報告に

対する評価結果

（2021/１１～

      2022/10 の取組）

消費電力の削減・・・意識付の徹底により削減できた

都市ガスの使用量・・・各取り組みに応じて削減が出来た

ｶﾞｿﾘﾝ消費量の削減・・・エコドライブの徹底により達成が出来た

不燃廃棄物の削減・・・意識付の徹底により削減できた

可燃物廃棄物の削減・・・意識付の徹底により削減できた

水使用量の削減・・・節水の取り組みが功を奏した

上記により環境経営システム及び環境への取り組みを強化する必要があります

３．指示事項

①～④環境への取り組みを 1 年取り組んだ成果を今後に生かせる様に努力すること。

① 環境方針について 10 月 31 日（期の締め）をもって再検討した結果長年徹底されているエコ製品の

優先的購入の記録は取らないものとする

② 環境目標について 基準年度を現在の 2017 年度から 2022 年度に更新する。

③ 環境活動計画について 10 月 31 日（期の締め）をもって再検討した結果変更を行う

④ 環境経営システムについ

て

10 月 31 日（期の締め）をもって再検討した結果次年度も同じとする

⑤その他について 特筆事項なし

2022 年度 代表者による見直し結果記録

社  長 環境管理責任者

   尾﨑



                                                            

〈2022年度環境活動の取り組み評価及び 2023 年度取り組み内容〉  

(活動期間 2021/11～2022/10)

① 電力消費量の削減

前期に続き、冷暖房の温度設定を遵守（夏季２８℃／冬季２０℃）し、照明のこまめな消灯

を心がけ目標達成となった。

3 階のエアコンを最新のものに変えてから大幅な削減となっている。

引き続き不要照明の消灯、エアコン温度調節［夏期：28℃、冬期：20℃］を行ない削減を

図りたい。

② ガソリン消費量の削減

目標 1,138ℓに対し、消費量は 869ℓとなり達成した。

訪問経路の適正化を目標に掲げ担当経路の集約化が図れている状況が続いている。

次年度についても引き続き、訪問活動方法の検討や宅配等の代替手段を用いながら

ガソリン使用量の削減を図る。

③ 水消費量の削減

水使用量については目標 65 ㎥に対し今期 59 ㎥と使用量の減少が見られた。

これについては節水コマ/擬音装置の設置済で、使用においてもお茶汲みや食器洗浄など最

低限の使用における状況なので引き続き 1 回の使用量・頻度の多い、トイレ・手洗い時の節

水を中心に使用量の削減について徹底、改善を図っていくようにすること。

④ 廃棄物の排出量削減

廃棄物排出量については可燃ごみ 307kg・不燃ごみ 178 ㎏であった。

目標は達成。

排出されているものは限られており、引き続き商品梱包材の再利用は引き続き習慣化させた

上で、分別の確認や無駄な使用は避けていくようにしたい。

⑤ グリーン購入

昨年度と同様にグリーン購入製品の購入を行う動きは取れた。

来年度については徹底されている為記録を取るのは今年度までとするが引き続きグリーン

購入の実施は続けるものとする。

⑥ 環境配慮製品の販売

各得意先への環境配慮型製品の購入の積極的な PR を引き続き行い、弊社だけでなく得

意先へも対するエコを提案、切り替え推奨を図っていく。



〈環境関連法規への違反・訴訟等の有無〉

環境法規等の違反は無く、過去 3 年間、関係当局より指摘又は行政指導を受けた

事はありません。また、近隣住民・関係機関等より苦情などもありません。

〈代表者の総括〉

今年度は社員一丸となり目標の遵守ができた。

来年度以降はこれまでの活動は継続させながら新しい基準年度の 2022年度を下回るよう徹

底した行動を測るものとする。

また、例年には無い社会情勢であることからも弊社おける社会活動やそれに伴ない環境活動

にも影響を与える可能性も考えられます。

会社全体での環境への取り組みとして各社員一人一人の意識を持って行動し社員全員が環

境方針、目標値に沿った取り組みで結果を出す様、期待します。

以上

               


